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INTRODUCTION 
英語は今や世界の共通語として見なされ，その
優位性は， 1990年のベルリンの壁の瓦解，さらに
は冷戦の終結，そして最終的にはソ連の共和国へ
の解体によって，高まり，今や，東欧諸国でも英
語を学ぼうとしている人々の数が年々増え続けて
いる。従って，次にSmithが言っているように，
英語に対する見方も変化し，英語は単なる英米の
所有物ではなくて，世界の皆の共有物であるとい
う考えになってきている。
English already represents many cultures and 
it can be used by anyone as a means to express 
any cultural heritage and any value system. 
(Discourse 140) 
このような状況を反映して，必然的に日本の英
語教育でも異文化理解のための手段としての英語
という視点に立って，英語教育を見直さなければ
ならなくなってきている。そこで，本論では，異
文化理解のために日本の英語教育において，これ
からどのような点を留意すべきかについて考察し
fこい。
共通語としての英語と言う視点に立つと，これ
からの日本の英語教育で考慮すべき点は次の 2点
に要約できると忠われる。
(1) 英語は単に英米の文化だけを知るための言
語ではなくて，さまざまな国の文化を知り，理解
するための手だてとみなす。
(2) 日本人としての identityを殺すのではな
く，理解してもらう方向を考える。
(1) に関しては，単純なようだが，本質的には
かなりの矛盾を含んでいる。本来，言語は文化と
表裏一体である。従って，どんなにしても f英語
を教えるjということは，やはり， r英米の文化を
教えるjことになってしまう。そこで，今，大切
なのは，英語を教えるのではあるが，その際，英
米の文化だけにこだわらない，という教える側に
おける「中立性Jである。言い換えれば，英米文
化至上主義に陥ることのない，バランスのある文
化感覚が必要で、ある。
1. Cultural Competence 
C. Wallaceは，Learning to Read in a 
Multicultural Society (1988)の中で， "cultural 
competence"を， "a very complex package of 
belief， knowledge， feeling， attitude and linguis勾
tic behaviour" (33)と定義し，その重要性を指摘
している。近年communicativecompetenceの育
成が期待されているが，このculturalcompetence 
こそ，その根幹となるものと思われる。そこで，
この章ではculturalcompetenceの育成のために
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どのようなことを留意すべきかを具体的に検討し
たい。最も，文化能力の育成といってもそれをす
べて英語教育が担う必要もなしまたやれるはず
もない。ここでわれわれの考えるべき範囲は，や
はり言葉に関する，あるいは，言葉を通しての異
文化理解を中心と考えれば充分で、ある。
Cultural competenceの育成として， 日本での
英語教育という視点から考えて，次の 4つのレベ
ルで考えて見るのが適切で、あろう則。
1) linguistic level 
2) sociolinguistic level 
3) schematic司 knowledgelevel 
4) psychological level 
(1) Linguistic Level 
これまでは， linguistic levelにおける能力とし
て，知識Oinguisticcompetence)だけでもよかっ
たかもしれないが，これからはそれだけでは不十
分である。分かりやすく言えば， iペーパードライ
パー」では駄目だということだ。そこでこの実践
能力 (performance)を育成する際， 日本の英語教
育で何が不足しているかを具体的に次の4つの領
域に分けて検討して見ることにする。
(a) pronunciation 
個人的には，日本人の英語の発音は，世界のレ
ベルから見て，世間で考えられているほど劣って
いないと患っている。それでももっと訓練が必要
であることは否定できない。以前のように何が何
でも nativefluencyをという時代ではないが，日
本人の場合，特にかけているのは次の2点であろ
つ。
1) 1間々 のphonemeにこだわるよりは， 1つ
の単語として適切なリズムで発音できること。
2 )強弱のIR別，特に弱音の処理。
1 )に関しては，たとえば.， vanillaを{列にとる
と，個々の[v J [IJの正確さより，むしろ，第2
音節にストレスを量いて，適切なりズムで発音で
きるかの方が，実際的にははるかに重要である。
2 )に関しては， i音節拍子の言語J(syllable 
-timed language)である日本語の読み方が，英語
を読む際にも出てしまうのが大きな要閣である。
英語は「強勢拍子の言語J(stress-timed lan.郡 age)
であるから，強いところは，強くゆっくり，弱い
ところは，弱く王手くなる。これも，理論ではなく，
実際に発話できるというのが大事であり，これに
は訓練が必要で、ある。
(b) listening ability 
日本人の聴解力は， TOEFLの結果が示す通り，
他の国々の学習者と比べて特に弱い所である。開
くことによる情報量の多さと迅速さを考えるとき，
この能力は有益で、あり，言語的に見ても，早い段
暗から，鍛えておくべき機能である。本来活字導
入以前に，音声による導入があるべきである。
い段階から， native speakerの英語であれ，日本
人教師の英語であれ， もっともっと，英語を聞か
せる機会を作るべきだ。しかも，変にコントロー
ルされたものではなく，できるだけ authenticな
英語をどんどん聞かせるべきである。延いては，
これが，英語のリズムの体得にも繋がるのである。
とりわけ，この件に関しては， i大学入試センター
試験jへの聴解力テストの導入が急務である。早
期の実現を望みたい。
(c) writing ability 
今日，様々な英語の変異 (variants)があり，
spoken Englishに関しては，色々な種類の英語を
耳にする。しかしながら， David Crystal教授もあ
る講演で強調していた通り， written Englishに関
しては，極めて「標準的Jな方向で統一されてい
ると雷ってよい。つまり，教えるべききちんとし
た「標準Jがはっきりと存在するということであ
る。しかも， productionを重視すべき今釘の英語
教育という点からも，大いに力をつけておくべき
能力である。
その際，注意すべきことは， 日本語の発想、によ
る「英語jにならないいようにということである。
次の文は佐賀大学の英語科のある学生 (TOEFL
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570点)のレポートからの一文である。
本 Theboy who grew up to be an adult tells the 
reader about the story of his childhood， and this 
is the style of this work. 
この学生の頭の中には，r大人になった少年が子
供の頃の物語を読者に語っているが，これがこの
作品のスタイルである。Jという日本文があり，そ
れを f忠実にJ，r英語Jに f置き換えたJのであ
る。しかし，これでは， r英語jとしては，変な文
である。英語が最も重要視する「論理性J(logic) 
カfおかしくなっているし，しかも，r1可カfどうしたj
という，結論や中心概念から書いていく英語の発
想、法に合わない。かなり英語の出来る者でも，つ
い日本語の発想、法が介入する。それが受け入れら
れる場合と，そうでない場合があるので要注意で
ある。単語の「置き換えjでなく，書きたい内容
を，英語の発想、に合わせて論理的に作文するとい
う訓練が必要で、ある。そのためには，英作文の指
導はもとより，そのモデルとなるべき英文に充分
触れさせておくという土台の育成が大切で、ある。
(d) reading ability 
この分野に関しては，かなり研究が進んで、いる
ので，あまり追加して言うべきことはないが，た
だ，これまでの精読一辺倒から skimming，scan-
ningができる読み方を訓練すべきである。設問と
しても，和訳問題よりむしろ文章の内容を問う問
題，たとえば，英問英聞や要旨を問う問題をもっ
と増やしていくべきである。
(2) Sociolinguistic Level 
Sociolinguisticの分野における研究成果は，最
近どんどん発表されていて，中でも， 日本人の英
語の誤りについての英米人による研究は進んで、い
るようだ。今回ここで取り上げたいのは， "regis-
ter"についてである。教室で，しかも non-native
speakerから英語を習っているという状況では，
どうしても，言語とそれが使われている状況とが
なかなか結びイ寸きにくい。たとえば，アメリカの
留学先でこれからお世話になる教授へ，rていねい
なj手紙を書ける大学生はそう多くない。用は足
せるかもしれないが，ぶっきらぼうなものが多い
というのは，筆者だけの印象ではないと思う。ま
た，以前，これからホームステイとしてやってく
る日本の高校の英語の先生からの手紙をかなり不
愉快そうに見せてくれたイギリス人の友人がいた
が，見ると，極めて colloquialな文体のくだけた
英語だった。やはり，これからお世話になる人へ
の第一便の手紙としては，不適切であると言わざ
るを得ない。このように， "register"の問題は相
手とのコミュニケーションを形成する上でとても
大事な問題である。これは次のWolfsonの説明通
り，外国語教育の重要な要素である。
The ability to use the appropriate register or 
speech style is of particular importance to lan-
guage learners.… The choice of items from the 
wrong style or register and the mixing of items 
from different styles and registers are among 
the most frequent mistakes made by learners of 
a language. (4) 
Wolfsonはregisterの不適切さをはっきりと
"mistake"と呼んで、いる。文法上の誤りは受け入
れられでも， registerに関する誤りは無礼な行動
として人間性にかかわる判断をされる。
社会言語学上の問題としては，先程も指描した
が，日本語の用法を英語にも「転移させるJいわ
ゆる， "pragmatic transfer"の問題がある。 Wolf-
sonが示しているように，今後このような異文化
関での対照社会言語学 (Interactional Sociolin-
guistics)の研究による比較文化的実証データーを
英語教育へ応用していく必要がある。
Thus， itappears that the empirical investiga-
tion of pragmatic transfer and related work in 
interactional sociolinguistics have a great deal 
to contribute to our understanding of why and 
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how communication breaks down， and how the 
larger social consequences of such repeated 
breakdowns take place. Clearly， this area of 
work is stil in its infancy. Much more research 
into specific areas of pragmatic transfer are 
needed， and means for dissemination and use of 
this knowledge must be worked out. (160-161) 
(3) Schematic-knowledge level 
近年，この "schema"理論がなかなか興味深
い制。日本で育ち，日本語を身につけた人は，脳の
中に百本語に関する schemaが形成されている。
ところが問題なのは， Widdowsonも指摘してい
るように，この日本語のschemaで英語も解釈し
てしまうと言う点である (Widdowson110)制。た
とえば，小学校の先生に対するイメージの差異と
言った，単語の connotationのレベルから，家の
探し方や借り方， Christmasの祝い方， house-
warming partyのやり方といった生活留慣に至
るレベルまでその範囲は幅広い。日本語の
schemaしか持たないのものが，外聞へ行って経
験するストレスの原田は，このschemaの違いに
よるものが大部分である。
単語レベルにおける差異についてはよく取り上
げられているのでここでは詳しく述べないが，i臼
本文化の伝達Jという視点から，以下の点を今後
考癒したい。
日本独特の「文化jに根差した品物一一叩特に，
食料品一ーを英訳する際，その表現のもつイメー
ジを充分考慮するべきであるということだ。たと
えば， i海苔jのことを， sea weedと訳したりす
るが，これはイメージが惑い。もちろんseaweed 
は「海草jで，これはれっきとした英語だが， weed 
では，やはり， i雑草Jであり，食べ物としては好
ましくない。そのためか，最近は(dried)seaplant 
とか， sea vegetableという名称、で売られている。
これなら，ダイエット食品としてもいけそうだ。
ついでながら，日本人の刺身を食べる習慣を
誤って"*J apanese people eat a raw fish."と言
う人がいるが，このような表現の英語が英米人に
どのようなイメージを抱かせるか考えて見る必要
がある。 "eata raw fish"では，関違いなく「野
蛮なJイメージを与える。 sushiという英語が定着
し，スー ノ-::-のフィッシュコー ナー では，sashimi 
で充分通じるようになってきているアメリカでも，
ちょっと田舎に入ると，いまだに， "Do Japanese 
people eat fish raw?"と，よく開われる。しかも
その際，あまりいいイメージではないことは相手
の表憶から容易に見て取れる。日本人を変な人種
だと印象づ、けないためには，できるだけ良いイ
メージが残るように伝える努力をしたい。アメリ
カでは sashimiでよいが，どうしても英語で説明
しなければならないならば， sliced fresh fish fil-
letと「説明jすればどうだろう一一魚を生で食べ
る習慣をもたない人々には，結局「説明的Jでし
かない一一。食料品としては，rawより freshが適
切であり， filetとすれば，さらにイメージがよ
く， しかもこのほうが「正確jではないだ、ろうか。
(実際，魚、の切身は "tunafilet"や "solefilet" 
という「名札Jで鹿頭では売られている。)
次に，同様なことを， contextの点から考えてみ
たい。たとえば，一般に日本人は人を食事に招待
した場合， i 1iiJもありませんが，どうぞお召し上が
りください。Jと， 日本語の schemaでもてなす。
しかし，外国人を招いて，この日本語をそのまま
逐語訳してはいけない，とはいうことはもう誰で
も知っているため，そんな失敗をしでかす人はい
ない。しかし，英米人が言う様に，たとえば， "My 
wife is a good cool王，so 1 hope you will enjoy the 
dinner tonight."とまでは，事実，料理のうまい妻
を持っている人でも， 日本人にはなかなか言えな
い英語ではないだろうか。先の日本語は，確かに，
人をせっかく招待しておいて f何もないjとは，
失礼であるし， しかも「何もないのに，召し上が
れjと言うのも，全く非論理的で、ある。しかしこ
れは紛れもなく， 日本人の「謙虚さJから生まれ
た表現である。そのような気持ち持った人には，
決して， "Mywife...."と言う英語は，違和感を覚
える。大げさに言えば，そのような英語では，日
本人の持つ「謙虚さJは完全に殺されてしまって
F 
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いる。英語ではそういうのだから仕方がない，と
いうのでは日本人の心情というのは消え去ってし
まうので、はないだろうか。これからの英語教育は，
この各国々の culturalidentityを尊重すべきとい
う立場で進めていくべきであるとき，西洋的な論
理や価{直観だけが尊重されるのは，甚だアンバラ
ンスといわざるを得ない。われわれは，これから
は何とかこの日本人の identityや価値観を殺す
ことなしむしろ理解してもらう方向を探ってい
かなければならないと思うし，そのような努力こ
そ，奨文化理解の真意であり，また，醍醐味でも
あるはずだ制。
異なる生活習慣や行事についても，できるだけ
「知識Jがあるに越したことはないが，当然娘度
があるし， しかも，たとえば，クリスマスの過ご
し方ーっとっても，国によってさまざまであり，
一概にこうだとは断定できない。 Alptekinは，
schematic knowledgeを教えることの重要性と
向時に，その捺，最も陥り易い危険性として，文
化を stereotypicalに提示する点を挙げている回。
Language has no function independently of 
the social contexts in which it is used. 1n the 
case of English， as a lingua franca， such con-
texts are as varied as they are numerous. The 
schematic knowledge of the speakers of such 
contexts is quite diverse. Hence， to confine 
English to one of its native settings and， what is 
worse， topresent that setting in a stereotypical 
manner is not only unrealistic and misleading， 
but also a disservice to EFL learners.... (141) 
教師は，常にこのことを念頭に置き，学生に対
し，どのような文化状況にでも対処できるきわめ
て柔軟な "openschema"を形成する必要がある
と思われる。
(4) Psychological Level 
以上(1)から(3)までの知識がいかにあっても，い
ざ外国人を前にすると，緊張して，能力の半分も
出せない日本人は決して少なくない。石井敏他
(1979， 1980)の調査結果は，この推測を裏付け
ている。彼等の調査結果によれば，日本人，韓国
人，アメリカ人大学生のやで，外国人を前にした
とき日本人が，一番緊張感を感じるそうである。
これは， "communication apprehension"と呼ば
れるもので，コミュニケーションを阻害する 1つ
の大きな要国として指摘されている断。これは，確
かに英語以前の問題であり，経験によってしか解
決できない問題ではあるが，余り言語に頼らない
low-context cultureii7である日本人の場合，大き
な要閤としていつまでも残ると思われる。
I. Cultural A wareness 
前主主で述べたような culturalcompetenceを指
導したり，身につけたりする瞭に，今後われわれ
が念頭に置いておくべき点は， Cultural Aware-
nessと苦う言葉に集約できると思う。この語は，
Tomalin& Stempleskiによれば，次のように定義
されている。
Cultural awareness is the term we have used 
to describe sensitivity to the impact of cultur-
ally-induced behaviour on language use and 
communication. (5) 
具体的には，彼等の挙げている項目を少し修正
して，次の3点が最も重要と考えられる注8。
1) awareness of the culturally-induced 
behavior of others ; 
2) awareness of one's own culturally-in-
duced behavior ; 
3) well-balanced sense of culture 
これまでの英語教育は，外国の文化を取り入れ
ることに重きが置かれるという傾向があったが，
今後は，開時にわれわれ自身，日本の文化に対し
でも理解を深め，外国人に理解してもらう方向を
打ち出すべきである o Prodromou L:J， "From 
Cultural Background to Cultural Foreground" 
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という論文のタイトルが示す如しこれからは，
英語の文化背景ばかりでなく，同時に，学習者の
自障の文化に対する知識を育てて行くべきだと
張している。
This article suggests ways of broadening the 
cultural context of English lessons to include 
awareness of Anglo-American culture (what is 
traditionally referred to as the cultural back回
ground) and at the same time incorporate a 
greater use of the students' own culture (what 1 
refer to as the cultural foreground) (27). 
英語を媒体とするにしても日本人としてのcul-
tural identityも殺すことなく produceしていく
道を考えるときであり， しかもそのような相互理
解を基盤にした構報伝達こそ，真の意味でのコ
ミュニケーションと言える。さらにその際，ある
特定の文化にのみ重点が置かれたり，尊重され過
ぎたりするのは，却って，弊害となってしまう。
バランスのある文化感覚こそ文化教育には大切で‘
あり，異文化理解の目的もそこらあたりにあると
いえる。
CONCLUSION: From the 代MeltingPot" to 
the "Salad Bowl" 
Smith (1983)は "English...isthe means of 
expression of the speaker's culture， not an imi-
tation of the culture of Great Britain， the 
United States or any other native English 
speaking country." (35)と言っているが，英語は
すでに英米人の手を離れ，世界のあらゆる人々の
共有物となっている。しかし，ここで注意すべき
は，この場合，英語は， ["国際補助語jという範囲
は出ず，決して「世界語J(world language)では
ないという視点もはっきり認識しておくべきであ
る。しかも，さまざまな伝達方法の lつにすぎ、な
い。英語は単に ameans of communicationであ
り， the meansではない。そのような視点が教え
る側にはっきりあれば，決して， ["英語帝国主義j
とか「英米文化崇拝主義jになることはないはず
だ。
異文化理解の態度を育てるというのは，現地(各
国)の言葉や文化を尊重するということである。
たとえば，英語を知っていればほとんど世界中を
旅行できるだろうが，たとえば，フランスやドイ
ツでは片言でも，現地の言葉で会話をしたい。現
池の言葉が使えないので，英語で申し分けない，
という位の謙虚さと相手の文化に対する敬意が，
異文化理解の本当の態度ではないだろうか。
歴史が証明するように，異質なものをと取り入
れてこそ，進歩がある。 Diversityをとり入れてむ
しろ，盟かにしたい。
多文化社会のアメリカは，少し前までは， "melt騨
ing pot"と呼ばれていたが，最近は， "salad bowl" 
と呼ばれている。アメ 1)カのサラダは，ご存じの
ように，レタス， トマト，ブロッコリー，セロリ，
ピーマンなどが，あたかも自分の identityを保持
しつつ， 1つのボールの中に納まっている。現在
のアメリカ社会もまさにsaladbowlのように，各
氏族のculturalidentityを尊重しつつ共生を吾指
しているし，事実， もっとも成功している例では
ないだろうか。 Agueroが，Daily Fare: Essays 
from the Multicultural Eゆerienceのprefaceで
指摘しているように， "differences"を尊重し，文
化の差異よりも，むしろ，人間として"common"
な部分の存在を慈しむ方向へ向かうべきときであ
ろう。
These essays begin to show us that we do not 
have to choose between being purely ethnic or 
totally assimilated; that instead we may strug-
gle to pay tribute to our differences and cherish 
what we have in common without compromis崎
ing either. (x) 
地球全体が， 1つの大きな "SaladBowl"にな
ることを目指した異文化理解教育でありたいと願
つ。
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出 Canale，.;t "From Communicative Competence 
to Communicative Pedagogy"の中で， communica-
tive competenceとして次の4つの能力を設定してい
る。 (1)grammatical competence (2) sociolinguistic 
competence (3) discourse competence (4) strategic 
competence. 
注2Schema理論についての詳細は， Taylor 他
(1981)を参照のこと。
議3Aゅにお 01Language Teaching (1990)の中で，
Widdowson は言語を習得するのに必要な 2つの知識
として， "systemic knowledge"と"schematicknowl-
edge"を挙げている。
削この稜の興味深い例として，日野は，イスラム入
学生の例を挙げ， r自己の繍値観を捨てぬJr毅然たる
態度」と評価している。たとえば， r一日ーまで着てい
ただけませんかjとその学生に尋ねると，彼は，英米
的な零'Sur巴"や"Certainly"ではなく， "1 don't know， 
but 1 will try."と答えたということである。その学生
によれば，イスラム人にとって，未来はすべてアラー
の卒中が決めることであるから，どうなるかわからな
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(85…86)。
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主8Tomalin&Stempleskiは，次の 3点を挙げてい
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iour of others; 2) awareness of one's own cultur-
ally-induced behaviour; 3) ability to explain one's 
own cultural standpoint. (1ntroduction 5)。
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